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動物と人の関係学

①シェルター

②人と動物の関係

③動物看護

シェルターメディスン
研究の概要・特徴
　シェルターメディスンは、動物を幸せにしていく学問です。保護した動物の福祉が守られ、そして、幸せにしていくための学問です。一頭
でも多くの動物が幸せになるために、動物保護のあり方を科学的視点で捉えていきます。
　シェルターメディスンは、群管理獣医療と訳されることがあります。動物保護施設や災害時に、どのような保護のあり方が求められるのか
を研究します。また、動物の福祉が保障される保護のためには、ペットの飼育者の意識の向上も重要です。大きく言うと、繁殖業を営む事業
者から量販ペットショップに至る経済活動や流通の中にも問題があります。
　人と動物の関係学、動物行動学、動物看護学、心理学などを組み合わせて動物の幸せを第一に考える学問として、実践活動や研究に取り組
んでいます。
　2022年から北海道の実証事業とリンクして、大学にシェルターをつくることができました。北海道や動物愛護団体と連携した動物保護活動
が始まっています。できるだけ多くの犬猫を幸せにしていく取り組みが始まっています。

授乳期が終わるころを見計らって保護した子犬
です。

譲渡会での子犬の様子です  

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
　「殺処分ゼロ」が当たり前の社会運動になり、政治家が公約にあげてしまう状況が生まれました。そして、東京都をはじめとするいくつか
の自治体が「殺処分ゼロ」を達成したと発表しています。これは、譲渡可能な犬を処分しなかっただけで、実際にはたくさんの生命を処分し
ています。見せかけの「殺処分ゼロ」を行政が行なっているのです。また、規模が大きな動物愛護団体の中には、「殺処分ゼロ」を達成する
ために病気になっても治療できず、また、高齢で介護ができないまま死んでいく犬たちが何頭いるか分からない状態です。これは動物愛護と
は言えません。生きているだけで良いわけはありません。大切なのは動物たちが幸せであるかです。
「殺処分ゼロ」の活動は、無駄に処分されていた命をたくさん救ってきました。しかし、今は次のステップを目指していくことが求められて
おり、その核となるのが「シェルターメディスン」なのです。
　酪農学園大学は、北海道の実証事業を契機に学内シェルターをつくりました。北海道や地域の動物愛護団体と連携して、大学としてできる
活動と動物福祉・愛護教育を進めていきます。
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